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１．はじめに 

提出改正前の EP特許の付与に関する条約の施行規則 （Rule 53(3) EPC）によれば、EP特

許出願に関し、優先権証明書の翻訳文の提出を審査官から求められた場合のみ、出願人／特許権

者は上記翻訳文を指定期間内に提出しなければなりません。 

 

【Rule 53 EPC  優先権書類 （改正前）】 

(1) 優先権を主張する出願人は、先の出願の写しを、主張する最先の優先日から 16 月以内に提出しなけ

ればならない。この写し及び先の出願の出願日は、その出願を受けた当局によって、正しいものとして

証明されなければならない。  

(2) 先の出願の写しは、欧州特許庁において入手可能なその出願の写しが欧州特許庁長官によって定められ

た条件に基づいて欧州特許出願のファイルに挿入されることとなっている場合は、正規に提出されたも

のとみなす。  

(3) 先の出願が欧州特許庁の公用語によるものでなく、かつ、優先権主張の有効性がその発明の特許性につ

いての決定に関連するときは、欧州特許庁は、欧州特許の出願人又は所有者に、指定する期間内に公用

語の 1 によるその出願の翻訳文を提出するよう求める。その代わりとして、当該欧州特許出願が先の

出願の完全な翻訳文である旨の Declarationを提出することができる。(2)を準用する。 

 

 改正前の Rule 53(3) EPCの上記規定から明らかなように、優先権証明書の翻訳文の提出が求

められた場合であって、出願人が EPOに提出しなかった場合であっても、法的制裁は課せられ

ていませんでした。 

今回、Rule 53(3) EPCが改正され、上記の場合には、法的制裁が課せられることになりまし

た（施行日：2013年 4月 1日）*1。このことに関し、以下に説明します。 

 

【全４頁】 

 

                                                   

*1 LINK: http://www.epo.org/law-practice/legal-texts/official-journal/information-epo/archive/20130227a.html 

優先権証明書の翻訳文提出に係る Rule 53(3) EPCの改正 
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